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紹介コメント 

 東京都内の地形・地質、地下水に関する調査研究又は行政実務に長年携わってきた著者

らが地下水環境の背景を紹介するとともに地下水・湧水の調査手法や問題点、今後の水環

境保全の中における地下水・湧水の役割や行政と住民との関り方などについて記した書で

ある。「地下水とは何か」から始まり日本各地の湧水の紹介や地域のまちづくりに地下水・

湧水が生かされている事例の紹介など、他の地下水に関する書籍と比べると一風変わった

内容となっており、これから地下水を学ぼうとする人たちにとっては幅広く学ぶことので

きる入門書的な 1冊である。 
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